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第 1章 資試料分析とその研究

鮮賜0:表  シカ翌頁′旨  ( ):萌 出中、他は表26表に同じ◇咬耗指数(WI)は 大泰司(1980)に よる。

部位  出土  遺物  層準  左右

位置  N。

Pl P2 P3 P4 Ml M2 M3 下顎

ml m2 m3             角

上 顎 013 0002 貝層中  L 「 m3 Ml (M2)1

下顎  005 0053 覆土  L

T:買    008   0040            L

T顎   イ2-59  0003   Ⅱ層    L

下顎 イ3-60 0009     R

Tl頁   イ3-60  0009   1月 野    L

下顎 イ361 0∞ 3 1 tt  L

下顎  イ3-72  0003           R

下顎  イ3-78  0006           R

T=頁   イ3-80  0004           L

下顎  イ3-93  0007          R

下顎 ハ127 0002 覆土  R

〔P2  - ]

[ ―  Ml  M2 ]         Ml:W卜 5,M2:Wi二 6

[ 一  P4  Ml]                 Ml:W卜 1

[一   M2]         M2:WI=6

[ M2  M3]     M2:WI=3.M3:WI=4

[Ml  M2 ]         Ml:WI=4,M2:Wi=3/4

[― (Ml)く 〉]      Ml:萌 出初期,未咬耗

[ml m2 m3]               ml前 で切断

[―  P3 -]

[ ― (M2)く M3)]    M2萌 出初期,W卜 6

[ml  m2  m3 (Ml)〈 M2〉      + ]     Ml:W卜 6

第31表 シカ上顎遊離歯
遺構/

ク[リット・

ml m2 m3 11 C Ml M2 Ｍ

一

L R L R L R L R L R L R L R L R L R L R L R L R L R

呼
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″
“
“
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1  2

1

1

一

１

一

３

2

4  2

2

1

1 1 1

3  2

3

イ言十 0  0 0  0 0  1 3  3 0  0 0  0 0  0 0  0 1  3 3 1 2  4 8 6 8  8 7  4

1

第32表  シカ下顎遊離歯
遺構/

ク
・
リット
・

11 ml m2 m3 11 Ｃ
一

Ｐ

一

Ｐ

一

Ｐ
一

Ｍ

一
M2 Ｍ

一
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イ4

一
一‐一

1 1

1

1 1

1 2

1

2

1

２

一　

　

一

1  3

6  4

1  1

1

1 1

2

3  3

1

1 1

5  52 2 1
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1
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図版 7 魚類遺体
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図版 8 鳥類遺体、ウミガメ類・海生哺乳類遺体

７
ガ

タ

”
　
・　
・

１
９
１４

ガンカモ科A(1.上 腕骨 I
カモ科D大腿骨 R、 10.ガ )
チョウ?鳥口骨 R、 15～ 19.

2.鳥 口骨 R、 3.中手骨 L、 4・ 5.尺骨 L、 6・ 7.撓骨L)
カモ科C上腕骨 R、 H.カ ラス属中足骨 L、 12.オ オハム中手骨 I
キジ科 (15。 上腕骨 L、 16.歴骨 R、 17.歴骨 L、 18。 中手骨 L、

8.ガ ンカモ科B鳥口骨 R、
、13.ハ クチョウ鳥口骨 R、
19.尺骨 R)。

ズ希斗(3
カ科歯
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図版 9 陸生哺乳類遺体 (1)― イヌ。小型獣

1～ 10.埋葬犬 1(1・ 2.肩 甲骨、 3。 4.上腕骨、 5・ 6.尺骨、 7・ 8.撓骨、 9.歴骨、10。 大腿骨)、 11～22.埋葬犬 2(H.
肩甲骨、12.尺骨、13・ 14.寛骨、15。 大腿骨、16・ 17.胚骨、18。 19.踵骨、20～22.中足骨 )

1～11.イ ヌ (1.上顎骨 R、 2.下顎骨L(病変)、 3.下顎骨 R、 4.上顎骨 R、 5・ 6.下顎骨 R・ L(同一個体)、 7.上腕骨
L、 8.尺骨 L、 9.撓骨 R、 10。 大腿骨 R、 11.歴骨 R)、 12.オ オカミMlR、 13～ 16.タ ヌキ(13.下顎骨 R、 14.撓骨 R、 15.軸
椎、16.環椎)、 17・ 18.ア ナグマ(17.下顎骨 L、 18.尺 骨 R)、 19.ム ササビ下顎骨 L、 20.モ モンガ撓骨 L、 21～ 24.ノ ウサギ(21.
下顎骨 R、 22.寛骨 R、 23.厖骨 R、 24.距骨 R)、 25～27.ニホンザル (25.上顎犬歯 L、 26.大腿骨骨 R、 27.上腕骨 L)。
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図版 10 陸生哺予L類遺体 (2)一 イノシシ・シカ頭骨

1～ 3.イ ノシシ(1.下顎骨L、 2.同 R、 3.上顎骨R)、 4～ 13.シカ(4.上顎骨L、 5.下顎骨R、 6～ 13.前頭骨角座部)。 ×%
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図版‖ 陸生哺乳類遺体 (3)― イノシシ

1.環椎、
詈L、 11.
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図版12 陸生哺乳類遺体 (4)― シカ

1.肩甲骨 R、 2.
腔骨 R、 11.寛骨 1
0 55
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図版 13 解体痕 。加工痕のある骨類、未同定骨

la ldlb

4b

1～ 4.シ カ下顎骨の切断品 (2～ 4は吻端部)、 5.擦 り切り痕のある鹿角
8～ 12.刺 突具類 (獣骨として分類されていたもの)。

3b2b

1～ 4.未同定骨 (硬骨魚類 ?。 1～ 3はおそらく同一種)。 5。 6.解体痕のある骨片。×09
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第 1章 資試料分析とその研究

第 6節 千葉市木戸作遺跡のハマグリ殻長計測

西野雅人

木戸作遺跡の調査は当センターが昭和49年から51年にかけて実施し、斜面貝層を伴う集落跡を全面調査

した。昭和54年には報告書を刊行し、その成果は多くの研究者によって利用されてきた。鈴木公雄による

比較貝塚論 (鈴木1989)、 小宮孟による海産資源を中心とした生業論 (小宮1985)、 鈴木素行による集落構

造論 (鈴木1989)な ど、様々であり、いずれも縄文文化研究に一石を投じる重要な研究といえるであろう。

鈴木素行は当遺跡の特質は「後期の集落跡が貝塚を含めて完全に調査されたことにある。このような条件

をもつ調査は、空前にして絶後かもしれない。Jと 、重要性を強調している。

本紀要でも第 2章第 2節において都川 。村田川流域貝塚群の後期貝塚の 1例 として、当遺跡を取り上げ

ることにした。対象遺跡のさまざまな側面について上ヒ較を行うにあたって、当遺跡に関する貝サンプルの

データの不足を補うために実施した計測作業の結果を報告するものである。

1.貝 サ ンプルの採取 と分析

サンプルの採取は2× 2mの小グリッドを利用して、全体に散らばるように350地点を設定している。こ

のうち、水洗され、分析が行われたのは25か所である。1カ ットの体積は50cm× 50cm× 5 cm=12,500ccで あ

るが、分析したのは半分の6,250ccで ある。その後、未洗いのサンプルについては、平成 6年に園芸用のフ

ルイを用いて微細遺物を回収した後、廃棄した。なお、この作業の際、第 1か ら第 7貝塚まですべてに現

世の混入物が認められた。したがって、貝層とそこに含まれる遺物の時期認定は相当な注意を要する。今

回は全体を堀之内 1か ら2式の範囲で一括して扱うことにした。

2.貝 種組成

報告書では個体数をサンプルごとに示した(注 1が、パーセントの提示や組成についての検討は行わなかっ

たため、組成比率 (第 1表)と 、グラフ (第 1図 )を作成した。

斜面貝層単位にまとめた第 1図グラフaをみると、貝層ごとの組成の差は小さいので、「総計」としたグ

ラフによって、当遺跡全体を代表させることが可能であろう。それによると、本戸作遺跡の縄文人が行っ

た貝漁は、組成で85.5%を 占めるイボキサゴ漁と、10.4%のハマグリ漁の 2つであったとまとめることが

できよう。一方、グラフbではイボキサゴとハマグリの割合に違いが表れているものの、貝層ごとに平均す

ると偏りが相殺されるので、ある時期に漁の対象が違っているということはなさそうである。

3.ハ マ グ リの計預1

報告書で公表したのは、成長線分析を行った 2-811サ ンプルのハマグリ殻高のデータのみであったの

で、今回殻長の計測を追加した。以下の貝サンプルから得られた左殻2,305個 を対象とした。
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貝層名 イボキサゴ
アラムシロ
/ウ ミニナ

ハマグリ その他

総計

第1貝塚

第2貝塚

第3貝塚

第4貝塚

第5貝塚

第6貝塚

第7貝塚

85 5%

84.5%

86.0%

88.9%

85.5%

82.5%

75.7%

83.3%

1.9%

1.8%

1.9%

2 4%

1 5%

1 9%

2.0%
1.8%

10.4%

11.4%

10.3%

6 9γ

10 6γ

13 5%

14.4γ

ll.8%

1 2%

2 3%

1.8%

1.7%

2.4%

2.1%

7.9%

3 1%

第 6節 千葉市木戸作遺跡のハマグリ殻長計測

第40表 貝種組成
全体の組成

a.貝層ごと

総計

第 1員塚

第2員塚

第3員塚

第4員塚

第5員塚

第6貝塚

第7員塚

b.サンプルごと

い          2い

1● 5●8

1-10● 5

2→2つ3

2-32-08

3-12-15

0-28-15

5-12-00

5-28-08

5-4412

5-56-10

勧 Z阻

に]イボキサゴ ■アラムシロ/ウミニナ ロハマグリ 1,その他 =ハ
マグリこシオフキガイ Eアサリ マガキ ロツメタガイ

第54図 貝種組成
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イボキサゴ、アラムシロ/ウ ミニナを除いた主な種組成
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80 2%
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8.7%

81%
6.2%

10 3%

10 0%

6.9%

21.1%

11_5%

4.2%

3.7%

3.8%

5.4%

4.2%

3.7%
6.7%

5.5%

1.2%

1.8%

1.2%

1.2%

0 6%

0 4%

1 8%

0.7%
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3 5%
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第 1章 資試料分析とその研究

第 1貝塚

第 2貝塚

第 3貝塚

第 4貝塚

第 5貝塚

第 6貝塚

第 7貝塚

なし

2-8-11

3-20-11

4-4-6

5-12-6

なし

7-25-7

(報告書 2-2)

(報告書 3-3)

(報告書 4-2)

(報告書 5-2)

(報告書 7-2)

研
鍛
鯛
器
郷
酬
酬
”
帆

全体

試料数   2,305
平均   33.80nllll

標準偏差  7.4511ul

研 |―

翻
釧
釧
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狙
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研
協
翻
盤
劉
協
耐
”
眺
　
　
州

靭
鍛
釧
器
狙
咄
鰯
跳
∝
　
　
研
鍛
餅
郷
狙
咄
耐
跳
∝

一

2-8-11

試料数    556
平均   33.28null

標準偏差  6.95null

3-20-11

試料数    620
平均   32 8011ull

標準偏差  8 301ull

4-4-6

試料数

平均   34.38ollll

標準偏差  6.13oull

5-12-6

試料数    79
平均   32.42111111

標準偏差  7.05111111

7-25-7

試料数    672
平均   34.99111111

標準偏差  7.56null

35%
3∝
2"=――――――――― ―
2帆
15%
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第55図 ハマグリ殻長
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第 6節 千葉市木戸作遺跡のハマグリ殻長計測

全体の平均33.8mmは後期の貝塚としてはか

なり小さいといえる。同じ谷の干潟で漁を行

ったとみられる有吉北貝塚の成果をみると、

中期の漁の最盛期に小型化が顕著で、その後

漁が少なくなった加曽利EIII期や後期・称名寺

期では、やや大きな個体の割合が増えている。

木戸作遺跡のグラフは、有吉北貝塚の後期貝

層のそれとよく似ていて、スムーズに変化を

追うことができそうである。

サンプルごとに上ヒ較すると、ほとんど違い

がないなかで、 72507で 251nlll以下の幼貝の

割合が少ないのがやや目立つ存在である。こ

れはほかの 4つのサンプルがイボキサゴ層 (イ

ボキサゴが順に85.7%、 83.2%、 83.2%、 87.3%)であるのに対して、このサンプルのみハマグリの割合

が多い層 (ハマグリ31.6%、 イボキサゴ56%)で あることに由来するものと考えられる。すなわち、幼貝

が多く混入した理由は、小さなものまで乱獲したからではなく、かご等を用いたイボキサゴ漁で混獲して

しまったからであったと考えられる。

4.殻 長 と殻高の換算

二枚貝のサイズは殻長の値で示されることが多いが、成長線分析を実施する場合には殻高を用いる。今

回の計測では両方の値を計測したので、その回帰式を求めてみた。その結果は第56図の通りであり、サン

プルごとの差はきわめて小さいので、以下の計算式によっておおよその換算が可能と考えられる。

殻高=殻長×0.87

殻長=殻高×1.15

ただし、殻長50Hlm以上の個体では実際より殻高が大きめに (殻長が小さめに)換算されることが明らか

なので、平均が501nlnを越えるような大型貝のサンプルではこの式を使うべきではない。

注 1 4 1mnメ ッシュ面上から得られるイボキサゴについては、殻の重さから個体数を推計している。以前

同じ方法で推計された千葉市小金沢貝塚の試料を実際に数えてみたところ、千の単位で少なく見積も

られている例があった。本戸作遺跡のデータはそれほど大きな誤りはないと思われるが、かなりの誤

差を見込まなければならない。
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に、殻長が小さめに出る。
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第 7節 千葉市有吉北貝塚のイボキサゴ殻径計測

西野雅人

当遺跡の整理作業では貝サンプルの整理工程のひとつとして、おもな貝種の計測を実施した。その結果、

ハマグリを中心とした大きさの組成から、貝漁の実態について興味深い情報を得ることができた。しかし、

もう一方の主体種であるイボキサゴの計測値については提示することができなかったので、その後に実施

したデータをここで公表したい。イボキサゴの計測が後回しになった理由は、計測方法について問題があ

ったためであり、採用した方法についても記載しておく。

1.計測方法 と問題点

(1)計測個体の抽出

サンプル内に含まれるイボキサゴの個体数は膨大であるため、一部を抽出する必要がある。各カットか

ら計測可能個体をランダムに100個抽出することにしたが、イボキサゴは9.521ml、 4 mll、 2 1mllに 分かれて入

っているため、どのメッシュから何個取り出すかによって、計測結果が大きく異なる危険性が高い。そこ

で、計測結果に影響を与えないように、各メッシュ試料からいくつずつ取り出すかを工夫する必要があっ

た。まず、 2111111メ ッシュについては、計測可能個体がほとんどないことから、無視することにした。9.52

1nlllと 4 1nlnに ついては、それぞれのメッシュ内に含まれる計測可能個体数の上Llこ よって、合計100個 をランダ

ムに抽出した。それぞれのメッシュから何個抽出するかは、以下の方法による。

表計算シート上で、9.521mn、 4 mnの各メッシュの計測可能個体数を入力すると、抽出数が算出される計

算式 (ワークシート関数)を作った。

9.521■ llの計測可能個体数をA、 4 1mnの 計測可能個体数をBと すると、

抽出数は9.521nlll=IF(A+B<100,A,A/(A+B)*100)

41nlll=IF(Att B<100,B,B/(A tt B)・ 100)と した。

なお、構成比を「個体数」でなく、「計測可能個体数」としたのは、ほかのたとえば二枚貝類であっても、

計測可能な個体だけを選んで実施しているのには変わりないからである。

(2)計測の方法

殻径の計測にあたって、ノギスのあて方が問題となった。巻貝類の殻径は

当てる場所はもちろん、当てる角度の微妙なズンでもかなりの誤差が出る。

採用した計測法は右図の通 りである。正式な計測方法とはいえないものであ

るが、計演1ご との誤差が小さくなるようにわかりやすい方法を採った。なお、

計測可能と判断したのは外唇がほぼ完存する個体である。

因みに、どの程度の計測誤差が生じるか試すため、3名が同じ161個の試料

を計測したところ、以下のようであった。

個体ごとの最大の計測誤差 ±0.81mll

外層ライン
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